
　
　
　
　
　

        

定
価
改
定
に
つ
い
て
の
お
願
い

　

謹
啓　

毎
度
お
引
き
立
て
を
賜
り
有
り
難
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
小
店
発
行
の
宝
生
流
謡
本
、
仕
舞
、
囃
子
本
等
の
定
価
は
、
前
回
の
改
定(

平
成
二
十
六
年)

以

来
価
格
の
維
持
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
既
に
紙
、
印
刷
、
製
本
等
の
諸
経
費
が
上

昇
し
て
お
り
ま
す
上
、
こ
の
四
十
年
間
で
謡
本
の
販
売
部
数
が
四
十
分
の
一
ま
で
に
減
少(

こ
れ
に
は
、

違
法
コ
ピ
ー
等
の
影
響
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
か
と
存
じ
ま
す)

し
た
た
め
、
こ
れ
以
上
の
維
持
が
困
難
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
度
価
格
の
改
定
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

誠
に
心
苦
し
い
お
願
い
で
は
あ
り
ま
す
が
、
諸
事
情
を
ご
賢
察
の
上
、
価
格
の
改
定
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
六
年
十
二
月
一
日
よ
り
新
定
価
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
定
価
改
定
前
の
皆
様
の
ご
注
文
に
は
出
来
る
だ
け
お
応
え
申
し
上
げ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
が
、
在
庫
切
れ
の
節
は
暫
く
お
待
ち
下
さ
い
。
多
少
遅
れ
ま
し
て
も
旧
価
格
に
て
お
納
め
致
し
ま
す
の

で
、
ご
了
承
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
書
籍
と
い
う
性
格
上
、
返
品
及
び
交
換
は
承
り
か
ね
ま
す
の

で
御
容
赦
下
さ
い
。

 

ま
た
次
の
曲
目
に
関
し
ま
し
て
は
、
今
回
在
庫
が
切
れ
た
後
は
当
面
の
間
、
製
作
を
致
し
ま
せ
ん
こ
と

ご
了
承
願
い
ま
す
。

蟻
通
、
生
田
敦
盛
、
雨
月
、
采
女
、
梅
枝
、
烏
帽
子
折
、
鸚
鵡
小
町
、
姨
捨
、
大
蛇
、
兼
平
、
加
茂
物
狂

絃
上
、
項
羽
、
皇
帝
、
西
行
桜
、
鷺
、
実
盛
、
三
笑
、
舎
利
、
春
栄
、
鍾
馗
、
昭
君
、
正
尊
、
誓
願
寺
、

是
界
、
関
寺
小
町
、
摂
待
、
禅
師
曽
我
、
卒
都
婆
小
町
、
大
会
、
当
麻
、
竹
雪
、
忠
信
、
谷
行
、
檀
風
、

調
伏
曽
我
、
張
良
、
定
家
、
東
岸
居
士
、
木
賊
、
朝
長
、
錦
木
、
錦
戸
、
芭
蕉
、
飛
雲
、
檜
垣
、
放
生
川

松
尾
、
満
仲
、
通
盛
、
和
布
刈
、
求
塚
、
盛
久
、
吉
野
静
、
来
殿
、
羅
生
門
、
蘭
曲

 
 

ご
注
文
の
際
は
、
お
電
話
で
す
と
間
違
い
が
生
じ
や
す
い
た
め
、F

A
X

ま
た
は
メ
ー
ル

 
 
(
w
a
n
y
a
@
t
c
5
.
s
o
-
n
e
t
.
n
e
.
j
p
)

を
ご
利
用
下
さ
い
。　
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具

令
和
六
年
十
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